
大 学 院学生 (平成6年度)

霊長類学専攻

氏 名 学年 指導教官 研究テーマ

小林 隆 D5 加納隆至 都井岬の半野生馬に

おけるにおいづけ行

動の研究

橋本千絵 D5 加納隆至 ピグミーチンパンジー

の母子間関係

松村秀一 D5 加納隆至 スラウェシマカタの

社会行動

扮姿直樹 D4 加納隆至 環境変動に対するニ

ホンザルの適応行動

小川秀司 D4 加納隆至 チベットモンキーの

社会行動

植木浩一郎D4 久保田競 随意運動の発現機構

の解明

花薄明俊 D3 久保田故 MT野神経細胞の時

空間特性

田中 番 D3 加納隆至 ニホンザルの採食行

動の群間比較

金沢 釧 D2 松沢哲郎 ヒト及びニホンザル

の表情認知

松元健二 D2 久保田競 行動発現にはたす前

頭限回及び帯状回の

役割についての神経

生理学的研究

場田 城 p2 庄武孝義 オナガザル屈の進化
の集団遺伝学的研究

金 無味 Dl 竹中 修 霊長頬におけるY染

色体遺伝子の分析

長谷川良平 Dl 久保田鼓 作業記憶にもとづく

眼球運動の発現にお

ける前頭連合野の働

き

橋禰和秀 Dl /J鵬祥三 霊長類における音声･

聴覚の研究

山越 言 Dl 杉山幸丸 チンパンジーの行動

学的研究

近藤あや子 休学中

Curia M2 庄武孝義 ニホンザルの退伝的

Belay 変異性

栗田博之 M2 杉山幸丸 ニホンザルの1歳仔

の行動と母･姉から

の軍資
宮本俊彦 M2 木村 賛 下肢の運動と形態

岡本暁子 M2 杉山幸丸 チンパンジーにおけ

†る社会交渉の実験的

研究

奥千奈美 M2 木村 賛 霊長矯聴覚器官の機

能と構造

山根 到 Ml 久保田競 運動学習への運動性

皮質の関与

福士珠美 Ml 久保田競 ~視覚対象の認知にも

とづく運動発現の脳

内枝構の解析

佐藤 明 Ml 松沢哲郎 霊長類における因果

推論の研究 ､

田仲祐介 Ml 久保田競 視党系における異種

情報の統合処理過程

の研究

田代靖子 Ml 加納隆至 ニホンザル老齢メス

の社会交渉

研究栂要

小林 隆

都井岬の半野生馬の行動学的研究

ウマの排せつ物に対するにおいづけ行動に関し

て､観察および野外実験を行うことによって､に

おいづけの機能を調べる｡

楠本千絵

チンパンジーの生態学的研究

ウガンダ･カリンズ森林に生息するチンパンジー

の生態学的研究をおこなう｡

松村秀一

ム-アモンキーの社会行動の進化

インドネシア･スラウェシ島においてムーアモ

ンキーの野外調査をおこない､′社会行動の進化に

影響する諸要因を明らかにする｡

揚妻直樹 ′ ,

環境変動に対するニホンザルの適応行動

食物環境および微気象の変動がニホンザルの採

食行動と体温維持に与える影響を野外観察と実験

を行うことにより明らかにする｡
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小川秀司

チベットモンキーの社会行動

中国安徽省のチベットモンキーの社会行動の研

究を行う｡

植木浩一郎

単純視覚性反応時間課題におけるGABA抑制の

役割

大脳皮質の情報処理機構と伝達物質の役割を解

明するため､神経細胞の活動の記鐘を行ったり､

モデルの計芽機シミュレーションなどを行ったO

花薄明俊

MT野神経細胞の時空間特性

視覚的運動検出におけるMT野の役割を､その

時空間特性から調べた｡

田中 春

野生霊長類の採食生態

ニホンザル及びテナガザルにおいて､採食行動

と群れの形態との関連を調査し､霊長類の群れの

枝能について考察する｡

金沢 別

ニホンザルの表情認知

視覚探索課題を用いて､顔のどの部分の動きが

｢衷情｣を作り出すかを調べ､その認知の仕方が､

ヒトとどのように適うかを比較検討した｡

松元健二

視覚認知行動における前頭眼高皮質の役割

視覚再認記憶課題遂行中､サルの前頭限高皮質

からニューロン活動を記録､解析した｡

嶋田 誠

グリベットモンキーの集団遺伝学的研究

エチオピア中央部の約600kmに渡る範囲のグリ

ベットモンキー10集Blの遺伝子頻度の違いより繁

相集EZ]の構造を調べる.

金 無味

霊長矧 こおけるY典色休迫伝子の分析

シークエソシンダによりY鞄色体上の特定迫伝

子の塩基配列を分析比較し､分子進化について考

察する｡

長谷川良平

作菜記憶にもとづく眼球逆動の発現に関する前

頭連合野の働き

作業記憶にもとづいてサッカード眼球運動を行

う際の運動方向の決定や保持､さらにその実行日

休に前頭連合野がどのように関わっているのかを

単一神経細胞の活動を記録することによって調べ

た｡

橋爾和秀

霊長類における視聴覚の統合

チンパンジーとニホンザルについて､視聴光問

のクロスモーダルな情報処理の特性を実験的に検

討し､ヒトとの比較をおこなう｡

山越 言

野生チンパンジーの社会学的研究

ギニア共和国ポッソウに生息するチンパンジー

群を対象に､群内の個体問関係､近隣群との群問

関係を研究する｡

GurjaBelay

Geneticpolymorphism ofthosixthcomp0-

mentorcomplement(C6)inJapanesoma･

caques(MacaCaruSCata).

Polymorphism ofthecomponentofcomple-

ment(C6)inJapanesemaCaquOWasinvesti一

gated uslng isoelectric rocuslng and

immnoblottingtechniques.OnecommonallelO
andotherrarevariantallelesweredetected.

栗田博之

ニホンザルの1歳仔の行動と母 ･姉からの投汽

仔の性や母親の順位が仔とその母親や未成熟の

姉との相互交渉におよぽす影響と､母親の次の繁

殖におよぽす影響を調べた｡

宮本俊彦

ニホンザル下肢骨の加齢変化について

ニホンザルの下肢骨が加齢とともに変化するこ

とを､年齢のわかっている標本を用いた計測によ

り明らかにした｡

岡本暁子

チンパンジー放飼集団の出会い場面における社
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会交渉の実験的研究

屋外放飼場のチンパンジーを対象に､出会い場

面に特徴的な社会交渉の至近的要因を､実験的操

作を加えて観察することにより明らかにする｡

奥千奈美

霊長類聴覚器官の枚能と形態

歪長頬の聴覚器官を比較解剖学的視点より形態

描写を行い､あわせて心理物理学 ･認知心理学の

成果を利用することで聴覚器官の枚能の進化上の

忠戒を解明する｡

山根 到

運動学習への運動性皮質の関与

大脳の運動性皮質が､学習しキ運動の実行にど
う関与するか､リーチング運動課題を学習 したサ

ルの遊動野と運動前野にビクタリンを注入し､ど

の様な運動が誘発されるのか調べた｡

福士珠突

視党対象の認知にもとづく運動発現の脳内枚横

の解析

異なる目標筋力レベルを指示する2種頬の手か

かり刺激に依存した筋力発揮課題において､サル

が手がかり刺激の意味を認知して大小2種類の等

尺性筋力をだしわけることが明らかになった｡こ

の課題を遂行中のサルの運動前野からニューロン

活動を記録し､ニューロンレベルで筋力のだしわ

けのメカニズムを明らかにする｡

佐藤 明

霊長類における因果推論の研究

継時的な情報を手がかりにした学習課題を用い､

霊長類における因果推論の過程を検討する.

田仲祐介

視覚系における異種情報の統合処理過程の研究

視覚系において､形態視と運動視の相互作用が

どのように物体の認識に関わっているのかを生理

的に明らかにする｡

田代靖子

ニホンザル老齢メスの社会関係とメスの共存機

構

老齢メスの社会性がどのようにして保たれてい､

るかを明らかにすることにより､群れ社会におけ

る他個体との共存機構を解明する｡

総 説

一和文-

1)金沢創 (1995):認知科学は､本来的に比較研
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｢認知 ･言語の成立｣,p.188-194
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5)Kanazawa.S.(1994):Recognitionoffacial

expressionsin humansand a Japanese

monkey, 15th Congress of the

lnternational Primatological Society,

(Kuta-Bali, Indonesia. August 1994).

Handbook&Abstracts:p.420.
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学位取得者と論文題目

京都大学博士 (理学)

伏見虫夫 (課程)

Acquisitionofrequestandrejectbehaviors

inchimpanzees(チンパンジーにおける要求 ･拒

否行動の獲得)

小川秀司 (課程)

Socialrelationships in bridging behavior

amongTibetanmacaques(チベットモンキーの

ブリッジング行動における社会関係)

提要直樹 (課程)

FeedingecologyofYaknshimamacaques(

Macacafuscatayahui)inwarm-temperatefor-

estofYakushimaisland,Japan(照菜樹林に生

息するヤクシマザルの採食生態)

花序明俊 (課程)

サルおよびヒトにおける､輝度および特徴から

の視覚的運動知覚

瀬戸口美恵子 (論文)

Ecologicalstudiesontheintroducedpopula-

tion of red-bellied tree squirrels in

Tomogashimaisland(和歌山県友ケ島の移入タ

イワンリスの生態学的研究)

京都大学修士

岡本暁子 :チンパンジーの放飼井田における挨拶

的交渉

奥千奈美 :霊長矧 こおける頭立幅径の性質と忠哉

栗田博之 :ニホンザルの1歳仔の行動と母 ･姉か

らの投貿

山根 到 :前頭連合野起源の認知的課題の発現に

おける運動前野の働き

GurjaBelay:ニホンザル椿群の迫伝的変異性の

他群との比較

大学院コロキアム

第1回 平成6年7月6日 (水)

｢研究方法から見た霊長類学 :一例報告から量

的データまで｣

講演者と涜題

友永雅己 (行動神経･思考言語)

｢はじめに｣

小川秀司 (大学院)

｢個体追跡法の今後｣

森 明雄 (社会生態･生態機構)

｢社会変動のストーリー解析｣

野崎真澄 (分子生理･器官調節)

｢内分泌研究法 :実験形態学的解析方法｣

竹中 修 (分子生理･池伝子情報)

｢生化学的研究法と分子生物学的研究法｣

市井正成 (進化系統･系統発生)

｢計測項目と非計測項目:化石霊長類の場

合｣

毛利俊雄 (進化系統･形態進化)

｢旧世界ザルのラクリマル･フォツサの骨

構成｣

長谷川良平 (大学院)

｢行動研究における実験計画法 :交互作用

の重要性について｣ ′
藤田和生 (行動神経･思考言語)

｢少数事例実験法｣

総合討論

企画 :浅岡一班･友永雅己 (94年度カリキュ

ラム委員会)

内容 :霊長矯学には多種多様な研究方法が存在

する｡このコロキアムでは､霊長類学を ｢方

法論｣という枕点から考える枚会を提供する

ことを目的として､各研究分野から数人の方

をピックアップして､それぞれの研究分野に

おけるデータ収集･分析の方法の紹介と利点･

欠点等について理論的立場からや実際の研究

成果から約20分程度の話題を提供してもらっ
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